
第７９回教育研究評議会議事要録 

 

日 時 平成２３年３月１４日（月）１４時００分開会～１５時４０分閉会 

場 所 本部５階大会議室 

欠席者 髙岡評議員，荒瀨評議員 

陪席者 山崎監事 

 

 議事に先立ち，学長から３月１１日に発生した東北関東大震災の被災者に対しお見舞いの言葉が述べ

られるとともに，本学としてもできる限りの支援を行いたい旨が述べられた。 

 続いて，この震災に伴う本学学生及び教職員の安否確認の状況，後期日程入試における追試験の取扱

い等について報告があった。 

次に，第７８回教育研究評議会の議事要録が承認された。 

 

議題１．国立大学法人島根大学管理学則の一部改正について 

議題２．島根大学広報室規則の制定について 

 議長から，議題１は全学的な広報体制の充実を図り，広報・広聴体制を推進するため新たに平成２

３年度より広報室を設置すること及び新成長戦略により平成２３年度から平成３１年度までの間，医

学部医学科の入学定員が２名増となることに伴う管理学則の一部改正について審議願うものであり，

また，議題２は広報室設置に伴う島根大学広報室規則の制定について審議願うものである旨が述べら

れた。 

 続いて，事務から資料により管理学則改正の概要，広報室の設置構想及び広報室規則案について説

明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

議題３．島根大学組換えＤＮＡ実験安全管理規則等の一部改正について 

 議長から，本件は遺伝子組み換え実験等を実施する際に提出する「組換えＤＮＡ実験計画書」の様

式見直しに伴う組換えＤＮＡ実験安全管理規則の改正，並びに組換えＤＮＡ実験を終了，中止又は承

認された実験を実施しなかった場合に提出する報告書に添付することとなっている「実験記録に関す

る帳簿」について，実験実施時に異常事態が生じた場合又はＰ３レベル以上の拡散防止を必要とする

実験を実施した場合のみ添付を義務付けるようその取扱いを見直すこと等に伴う同規則実施細則の改

正について審議願うものであり，２月２１日開催の組換えＤＮＡ実験安全委員会で承認されている旨

が述べられ，審議の結果，原案どおり承認された。 

議題４．平成２３年度国立大学法人島根大学年度計画について 

 議長から，本件は準用通則法第３１条の規定に基づき，事業年度開始前に文部科学大臣に届け出るとともに，

公表することとなっている平成２３年度の年度計画（案）について審議願うものであり，年度計画案の策定に

当たっては，各主担当副学長及び学部等から提出された計画案について，常任理事で点検・調整したものであ

る旨が述べられた。 

 続いて，宅和副学長から計画案の概要について説明があり，原案の大枠について承認された。 

 なお，議長から，計画案について各学部等において更に意見があれば，今後開催される経営協議会での意見

等と合わせて，担当理事等で調整の後，役員会での審議を経て文部科学大臣に届け出る旨が述べられた。 

議題５．名誉教授の称号授与について 



 議長から，本件は本年３月３１日限りで退職する教員８名に対し，本学名誉教授称号授与規則に基

づき，島根大学名誉教授の称号を授与することについて審議願うものである旨が述べられた。 

 続いて，学長及び関係学部長から推薦理由について説明があった後，審議の結果，原案どおり承認

された。 

議題６．保健管理センター所長の選考について 

議題７．総合情報処理センター長の選考について 

 議長から，本件は現保健管理センター所長並びに総合情報処理センター長の任期が平成２３年３月

３１日で満了となることに伴い，後任の所長並びにセンター長を選考するものであり，保健管理セン

ターからは法文学部竹永三男教授を次期所長候補者として，総合情報処理センターからは法文学部野

田哲夫教授を次期センター長候補者として選考した旨の申し出があったので，本評議会において審議

願うものである旨が述べられ，審議の結果，原案どおり承認された。 

議題８．教員の休職の延長について 

 議長から，本件は，現在病気休職中の教員について，本人の同意が得られ，休職期間を延長したい

旨の申し出が法文学部長からあったため，審議願うものである旨が述べられた。 

 続いて，武田法文学部長から経過説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

報告事項 

報告事項２．国立大学法人島根大学予算編成基準（平成２３年度）について，宅和副学長及び事務から報告

があった。 

報告事項３．平成２３年度オープンキャンパスの日程について，三宅副学長から報告があった。 

報告事項その他．学長から平成２３年度入学式の式次第等について報告があり，新たに実施する予定の学生

表彰及び国歌演奏についてそれぞれ再考願いたい旨の意見があった。 

最後に，松本副学長から退任の挨拶があり，続いて，３月末で任期が満了する部局長並びに３月３１日付

けで退職又は４月１日付けで転出する部長，課長，事務長の挨拶があった。 


